
本講義は、社会福祉士国家試験科目「相談援助の理論と方法」
に相当します。
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第14回 相談援助のための記録の技術

第15回 相談援助のための交渉の技術、前期まとめ

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 相談援助のための介入の技術

第12回 相談援助のための経過観察、再アセスメント、効果測定、評価の技術

第13回 相談援助のための面接の技術

第8回 相談援助のためのアウトリーチの技術

第9回 相談援助のための契約の技術

第10回 相談援助のためのアセスメントの技術

第5回 相談援助における援助関係

第6回 相談援助の展開過程1

第7回 相談援助の展開過程2

第2回 相談援助とは

第3回 相談援助の構造と機能

第4回 人と環境の交互作用

授業概要

社会福祉援助技術論Ⅱでは、社会福祉援助技術のなかの直接援助技術に関する基本的理解を深めていくことを目的とする。
事例の紹介等も含めながら、具体的かつ実践的に生活問題に取り組み、援助者の基本的姿勢・態度を明確化していくことを
目指していく。

到達目標

社会福祉援助の具体的姿勢や態度について理解ができる

授業計画

第1回 イントロダクション

授業形態 授業形式 講義・演習 履修形態 社会福祉

担当教員名 横山　順一 年度 平成28年度

基準年次 3年次 開講期 前期 単位数 2

至誠館大学

科目名 社会福祉援助技術論Ⅲ コード 1520

英語表記 Theory of Socialwork Ⅲ


